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学校関係者からの評価・意見等※ 

〇 職員の業務多様化に対する具体や各種研修内容等について、説明が入ると良いと思う。 

 

〇 ＩＣＴを活用している様子について、先生方がどのような向き合い方をしているかを知りたい。今が

単純に楽しいという活動ではなく、困難や課題を乗り越えるための喜びにつながるような学びにして欲し

い。 

 

〇 生徒の活躍（各種検定、コンテスト、大会結果等）など生徒向けのパンフレットなどでＰＲしてもら

いたい。 

 

〇 「やりたいことをする人生が生きることである」と子どもが教えてくれた。学びが深いと思った。家

族の在り方などについてよく学んでいるんだと思った。 

 

〇 地元に帰って就職する場合、高校へ連絡が来る時もあると伺っている。その際に、高校側に情報がな

いと意味がない。就職先企業と学校の連携が密になると生徒から見ても魅力的な学校になると思う。大学

や専門学校卒業後の就職先情報等も紹介できると良いと思う。地域全体の産業が見えるような関わりをお

願いしたい。 

 

〇 介護人材不足の中で、福祉について学んでもらっていること嬉しく思う。オンラインでも（八海高校

福祉コースと）交流があればありがたい。 

 

〇 南魚沼市の課題について、学校でアクションとシミュレーションについて探究学習等で学べるといい

と思う。地域の人や子どもたちが見ていることや、地域からは、見守られる側から見守る側としての成長

を期待されていることを生徒たちに伝えて欲しい。 

 

 

 

 

※「自己評価の結果の内容が適切かどうか」 

 「自己評価の結果を踏まえた今後の改善方策が適切かどうか。」 

 「学校の重点目標や自己評価の評価項目等が適切かどうか。」 

 「学校運営の改善に向けた実際の取組が適切かどうか」などを評価する。 

 


